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戊
戊
・
玖
獲

回

a憶

の

前
商
務
印
書
館
社
長
張
元
済
(
菊
生
)
は
戊
成
後
法
関
係
者
中
唯
一
の
生

存
者
で
あ
る
。
以
下
に
謬
出
し
た
の
は
一
九
四
九
年
新
中
園
成
立
前
、
政
治

協
商
品
問
議
に
参
加
の
た
め
北
上
し
た
張
氏
(
蛍
時
八
三
歳
)
か
ら
、
北
京
大

風
干
の
研
究
者
が
記
鍛
し
た
聴
書
で
あ
り
、
新
建
設
一
袋
三
期
、
新
華
月
報
創

刊
競
に
褒
表
さ
れ
た
。
多
少
の
記
憶
迷
い
も
あ
る
が
通
義
製
堂
、
繁
法
と
李

鴻
掌
の
行
動
等
に
つ
い
て
、
興
味
あ
る
事
賢
が
語
ら
れ
て
お
り
、
資
料
叢
刊

「
戊
成
費
法
」
第
四
加
の
資
料
解
題
に
も
貴
重
な
も
の
と
し
て
取
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
登
載
雑
誌
が
現
在
日
本
で
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
た
め
、
特
に
こ
こ

に
誇
出
し
、
問
題
個
所
に
簡
患
な
註
を
附
し
て
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。
な

お
原
本
は
立
命
館
大
率
経
済
皐
部
武
藤
守
一
教
授
が
昨
年
北
京
で
購
わ
れ
た

新
華
月
報
に
篠
っ
た
。
こ
こ
に
誌
し
て
同
教
授
の
御
厚
意
に
感
謝
し
た
い
。

五
十
徐
年
前
、
朝
鮮
の
事
件
に
よ
っ
て
中
園
と
日
本
は
開
戦
し
た
。
す
な
わ

ち
甲
午
中
日
戦
争
で
あ
る
。

そ
の
結
果
我
々
は
敗
北
し
、
人
々
は
夢
か
ら
極
め
て
改
革
の
必
要
を
痛
感
し

張

一冗

済

述

爾一

同幸
-一コ日

信

野

た
の
で
あ
っ
た
。
丙
申
の
年
(
一
八
九
六
年
、
光
緒
ニ
二
年
)
前
後
、
我
々
一

部
の
同
官
は
い
つ
も
陶
然
亭
に
含
し
て
朝
政
を
論
議
し
た
が
、
参
加
者
は
全
部

で
数
十
人
に
上
っ
た
。
そ
の
時
は
舎
の
名
前
も
な
く
、
た
だ
歎
日
毎
に
集
っ
て

論
議
し
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

一
緒
に
集
っ
た
人
々
に
は
、
今
究
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
文
廷
式
(
謹
妃
、
珍
妃
の
先
生
、
首
時
侍
議
事
士
)
、
資
紹
箕
、

陳
織
、
注
夫
度
、
徐
世
田
田
、
沈
曾
植
(
刑
部
の
官
員
)
、
沈
曾
桐
(
翰
林
院
編

修
)
等
が
あ
り
、
康
有
笹
川
は
そ
の
頃
ま
だ
北
京
に
居
な
か
っ
た
。

其
後
康
有
篤
が
北
京
に
来
て
、
戊
成
の
年
(
一
八
九
八
年
、
光
緒
二
四
年
)

三
月
、
保
園
舎
を
組
織
し
、
順
治
門
大
街
湖
庚
曾
館
で
開
曾
し
た
。
参
加
者
は

非
常
に
多
く
、
其
中
に
は
京
官
も
い
た
し
、
京
官
で
な
い
も
の
も
い
た
。

こ
の
時
、
上
述
の
同
僚
と
梁
魯
超
等
は
北
京
で
強
皐
舎
を
創
設
し
た
。
場
所

は
前
孫
公
園
で
、
正
大
拠
と
梁
瞥
超
が
共
に
舎
中
に
お
り
、
そ
の
時
「
強
暴

執
」
を
主
編
し
、
木
刻
活
字
で
印
刷
出
版
し
て
毎
日
一
加
を
緩
行
し
て
い
た
の

を
記
憶
し
て
い
る
。
後

「強
事
合
同」
は
私
の
向
い
に
住
ん
で
い
た
御
史
楊
崇
伊

か
ら
奏
参
さ
れ
、
遂
に
閉
鎖
(
査
封
)
さ
れ
た
。
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片
品
除
、
ふ私
は
総
理
各
園
事
務
街
門
で
章
友
の
職
に
あ
っ
た
が
v

こ
の
街
門
の

主
管
部
門
は
非
常
に
庚
く
、
事
堂
、
鍛
道
、
磯
山
、
造
船
、
練
兵
、
外
交
等
を

包
括
し
て
い
た
。
主
管
官
は
総
理
王
大
臣
で
全
部
で
八
、
九
人
お
り
、
恭
親
玉

突
罰
・
慶
親
王
突
勘
や
李
鴻
章
等
は
皆
そ
の
頃
の
領
袖
で
あ
っ
た
。
光
緒
帝
は

新
書
を
好
ん
で
讃
み
、
い
つ
も
書
付
(
脇
田
子
)
を
総
理
街
門
に
や
っ
て
本
を
求

め
ら
れ
、
全
て
私
の
手
で
そ
れ
を
取
扱
っ
て
い
た
。
そ
の
頃
、
資
遡
憲
が
「
日

本
図
士
山
」
を
著
し
、
光
緒
帝
は
名
指
し
で
こ
の
本
を
求
め
て
来
た
が
、
ぞ
れ
も

私
が
取
寄
せ
て
進
呈
し
だ
も
の
だ
っ
た
。
帝
は
ま
た
人
の
上
書
建
白
を
好
ん
だ
。

外
部
か
ら
の
上
書
は
す
べ
て
先
ず
総
理
街
門
に
、
途
り
、
そ
の
上
で
穂
呈
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
が
、
蛍
時
、
外
か
ら
迭
っ
て
来
る
各
種
の
章
奏
は
殆
ど
が
青

々
怪
々
な
内
容
の
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

戊
戊
の
年
、
四
月
二
十
八
日
、
光
緒
帝
は
康
有
篤
と
私
を
召
見
さ
れ
た
。
そ

の
時
、
私
は
ま
だ
総
理
街
門
に
奉
職
中
で
、
召
見
を
蒙
っ
た
の
は
営
時
の
翰

ず
い
せ
ん

林
院
侍
積
率
土
徐
致
靖
が
上
摺
し
て
私
等
を
保
奉
し
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
っ

た。
二
十
八
日
、
ま
だ
明
け
や
ら
ぬ
う
ち
に
私
は
西
苑
(
今
の
中
南
海
)
門
外
に

行
き
、
朝
房
に
坐
っ
て
待
っ
た
。
そ
の
日
、
朝
房
に
伺
候
し
た
も
の
は
五
人
、

楽
旅
、
二
人
の
外
省
の
知
府
新
任
者
、
康
有
魚
と
私
と
で
あ
っ
た
。
祭
緑
は
見

築
た
っ
ぷ
り
で
非
常
に
隼
大
に
か
ま
え
て
い
た
。
康
有
潟
は
朝
房
で
長
い
間
彼

と
大
い
に
後
法
を
談
じ
た
が
、
彼
は
た
だ
唯
々
諾
々
、
意
見
を
さ
し
は
ざ
ま
な

か
っ
た
。
召
見
の
時
、
二
人
の
新
知
府
が
先
ず
順
次
進
謁
し
た
後
い
太
監
は
康

有
筋
を
喚
ん
で
進
謁
さ
せ
た
。
十
五
分
位
で
康
先
生
が
引
退
っ
て
如
、
私
は
四

番
目
に
動
政
肢
の
傍
の
小
さ
な
部
屋
の
中
で
召
見
を
、
つ
け
た
。
(
こ
の
殿
は
今

は
も
う
全
く
様
子
が
愛
っ
て
見
出
せ
な
い
。)
光
緒
帝
は
衣
冠
を
つ
け
て
、
賞

の
卓
携
を
置
い
た
書
卓
を
前
に
上
手
に
座
し
、
私
は
進
ん
で
卓
子
の
傍
に
脆
づ

い
た
。
そ
の
時
、
部
屋
に
は
第
三
者
は
お
ら
ず
、
た
だ
一
一
若
一
臣
が
相
謝
す
る

だ
け
で
あ
っ
た
。
太
監
は
ド
ア
の
外
に
留
ま
り
、
内
に
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

r

蛍
時
、
摘
出
越
溢
境
で
園
境
を
め
ぐ
る
紛
争
が
起
っ
て
い
た
の
で
、
帝
は
私
に

向
っ
て
云
っ
た
。
「
我
々
が
も
し
人
を
雲
南
に
源
遺
し
た
ら
二
ヶ
月
か
か
っ
て
，

や
っ
と
行
け
る
が
、
外
閣
人
は
十
日
も
あ
れ
ば
到
達
出
来
る
。
我
が
中
閣
は
道

路
も
通
ぜ
ず
、
一
切
が
遅
れ
て
い
て
何
事
も
外
閣
に
及
ば
な
い
。
ど
う
し
て
他

と
う
ま
く
交
渉
出
来
よ
う
c
」
私
が
「
陛
下
が
現
在
政
務
に
い
そ
し
ま
れ
、
極

力
改
革
を
期
し
て
お
ら
れ
る
の
も
、
閣
家
が
日
に
日
に
進
歩
す
る
よ
う
希
望
さ

れ
て
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
C

」
と
答
え
る
と
帝
は
そ
れ
を
聴
い
て
歎
息
を
つ

mw 

き
「
だ
が
彼
等
は
皆
不
賛
成
だ
よ
。
」
と
云
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
そ
の
言
葉

を
聞
い
て
帝
が
非
常
に
気
の
毒
に
な
り
、
も
は
や
何
に
も
云
わ
な
か
っ
た
。
光

緒
帝
は
そ
こ
で
私
共
の
や
っ
て
い
た
逼
塞
翠
堂
に
話
題
を
移
し
た
。

そ
の
頃
、
私
は
北
京
で
友
人
達
と
遜
葱
皐
堂
を
主
宰
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
胡
思
敬
著
「
戊
成
履
霜
録
」
に
上
海
で
開
設
し
た
と
し
て
い
る
の
は
誤
り
)

英
語
と
数
拳
と
を
教
え
、
事
生
は
四
、
五
十
人
、
招
い
た
二
人
の
教
官
は
一
人

は
同
文
館
の
畢
生
、
今
一
人
は
巌
復
の
甥
、
殿
君
潜
で
あ
っ
た
。
「
通
整
」
の
二

字
は
殿
復
の
命
名
に
か
か
り
、
宣
武
門
内
の
象
坊
橋
に
大
き
な
建
物
を
借
り
て

校
舎
に
充
て
て
い
た
。
皐
堂
創
立
者
は
陳
昭
常
(
後
の
士
口
林
巡
撫
)
、
張
蔭
業

(
後
の
西
蔵
大
臣
)
、
部
曹
の
何
藻
朔
、
曾
脅
経
、
周
汝
鈎
|
|
以
上
五
人
は

庚
東
出
身
|
|
夏
借
復
(
工
部
主
事
、
新
江
出
身
、
後
の
駐
米
公
使
)
と
私
と

で
あ
っ
た
。
経
費
の
出
庭
が
な
か
っ
た
の
で
私
共
夜
起
人
が
総
理
街
門
の
各
大

臣
に
塁
女
を
提
出
し
、
彼
等
の
提
倍
を
請
、
っ
た
が
、
張
蔭
桓
が
最
も
熱
心
で
同

僚
数
人
を
誘
っ
て
連
名
の
手
紙
を
出
し
、
各
省
督
撫
か
ら
寄
附
を
募
っ
て
く
れ

た
。
全
部
で
数
千
元
が
集
り
、
そ
の
中
に
は
張
之
洞
、
王
文
-
認
の
寄
附
も
あ
っ

-131ー



378 

た
。
光
絡
帝
は
外
部
の
事
情
に
非
常
に
く
わ
し
く
、
私
共
が
事
堂
を
主
宰
し
て

い
る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
日
、
帝
に
事
堂
の
様
子
を
尋
ね
ら

れ
て
、
厚
生
数
や
救
援
科
目
に
つ
い
て
答
え
る
と
、
帝
は
訟
を

「
畢
生
に
よ
く

勉
強
さ
せ
れ
ば
将
来
図
家
の
た
め
に
有
用
で
あ
ろ
う
。」

と
鋤
ま
し
て
く
れ
た
。

ま
た
総
理
術
門
に
闘
す
る
質
問
も
あ
っ
た
が
、
何
で
あ
っ
た
か
記
憶
し
て
い
な

い
。
そ
こ
で
帝
は
私
を
引
退
ら
せ
た
。
帝
の
語
気
は
頗
る
温
和
で
あ
っ
た
が
、

容
貌
に
は
剛
健
さ
が
依
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
退
出
の
時
、
私
は
進
謁
す
る

祭
蔽
と
出
遭
っ
た
。

そ
の
日
、
光
緒
帝
は
康
有
局
を
線
理
街
門
章
京
に
任
じ
た
。
も
と
も
と
彼
を

総
理
街
門
大
臣
に
し
た
か
っ
た
の
だ
が
、
楽
部
仰
に
反
鈎
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。

但
し
、
こ
れ
は
俸
聞
な
の
で
事
貸
か
ど
う
か
保
護
出
来
な
い
。

日
清
戦
争
後
、
中
園
は
朝
鮮
の
濁
立
を
承
認
し
て
公
使
を
涯
泣
す
る
こ
と
と

な
り
、
図
書
を
総
理
街
門
が
起
草
し
た
。
草
稿
で
は
大
滑
園
大
皇
帝
を

一
格
高

く
朝
鮮
園
闘
王
を
一
格
下
げ
て
書
い
て
お
り
、
光
緒
帝
が
傍
に

「我
々
が
す
で

に
朝
鮮
の
濁
立
を
承
認
し
た
以
上
、
一
格
下
げ
て
書
く
べ
き
で
な
い
」
と
珠
批

し
て
総
理
街
門
大
臣
の
思
想
の
腐
敗
を
叱
責
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

或
目
、
私
は
総
理
街
門
事
務
隠
に
行
っ
て
積
み
上
げ
た
公
文
書
の
中
に
一
本

の
電
報
を
夜
見
し
た
。
署
名
は
ロ
シ
ヤ
の
ニ
コ
ラ
イ
二
世
で
光
緒
帝
に
宛
て
た

も
の
で
あ
る
。
何
故
、
公
使
か
ら
穂
星
し
な
か
っ
た
の
か
不
思
議
に
思
え
た
が
、

規
則
で
は
こ
の
様
な
電
報
は
即
刻
帝
に
と
ど
け
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
見
る
と

事
務
鹿
で
二
日
も
放
置
さ
れ
て
い
る
。
私
が
智
線
悌
瑞
良
(
旗
人
)
に
知
ら
せ

る
と
急
逮
馬
で
馳
せ
つ
け
、
大
慌
て
で
同
文
館
筆
生
に
幅
削
謬
さ
せ
進
呈
し
た
。

常
時
の
政
治
の
腐
敗
ぶ
り
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
頃
、
総
理
街
門
章
京

の
中
で
、
些
か
で
も
欧
文
に
通
じ
た
の
は
私
だ
け
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
街

門
の
中
の
戸
棚
に
は
外
国
と
締
結
し
た
燦
約
が
な
ら
ベ
で
あ
っ
た
が
、
そ
ん
な

重
要
文
一
書
が
保
存
に
注
意
さ
れ
ず
、
誰
で
も
勝
手
に
開
き
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
ん
な
腐
敗
し
た
園
家
が
ど
う
し
て
亡
は
ぬ
わ
け
が
あ
ろ
う
か
。

戊
皮
の
」
午
、
六
、
七
月
頃
、
御
史
宋
伯
魯
が
八
股
を
厳
し
事
堂
を
開
く
こ
と

を
奏
請
し
て
裁
可
さ
れ
た
ニ
蛍
時
、
守
奮
涯
の
新
政
反
針
の
空
気
は
す
で
に
淡

〈
、
私
は
康
有
馬
に
適
度
に
止
め
て
過
激
に
な
ら
ぬ
よ
う
動
告
し
、
同
時
に
機

を
み
て
南
方
に
行
っ
て
察
堂
を
開
設
し
、
将
来
の
た
め
に
新
し
い
人
材
を
養
成

す
る
と
と
も
に
、
反
射
者
の
膝
力
を
緩
和
す
へ
き
で
あ
る
と
勧
め
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
康
は
「
突
進
あ
る
の
み
」
と
云
っ
て
聴
き
入
れ
な
か
っ
た

J

後
に
俸
え

ら
れ
る
謬
嗣
同
が
震
世
凱
に
説
い
て
、
軍
隊
で
蹟
和
国
を
包
園
さ
せ
よ
う
と
し

た
こ
と
に
つ
い
て
は
良
相
の
如
何
を
知
ら
な
い
。
そ
の
時
、
私
は
外
迭
に
在
っ

て
密
議
に
は
興
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
七
月
に
嚢
世
凱

が
入
京
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
桂
田
時
支
は
小
坊
に
在
ヲ
て
軍
除
訓
練
に
嘗

っ
て
い
た
の
だ
が
、
光
給
帝
は
召
見
後
、
彼
に
侍
郎
の
衡
を
賞
給
し
た
の
で
あ

'
G

。八
月
初
、
も
の
も
の
し
い
空
気
が
た
だ
よ
っ
て
い
た
。
丁
度
、
日
本
の
伊
藤

博
文
が
北
京
滞
在
中
で
、
彼
は
日
本
の
知
名
人
で
あ
っ
た
の
で
、
前
払
共
の
皐
堂

の
同
曲
学
は
品
開
見
を
希
望
し
、
そ
の
承
諾
を
得
た
。
六
日
我
々
は
東
交
民
巷
の
日

本
公
使
館
で
彼
と
禽
っ
た
が
、
そ
の
時
は
ま
だ
政
漢
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

伊
藤
は
我
々
に
「
一
つ
の
図
家
の
改
革
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
必
ず
や

幾
度
か
の
挫
折
を
綬
て
は
じ
め
て
成
功
を
見
る
も
の
で
あ
る
。
愛
闘
を
志
さ
れ

る
皆
さ
ん
は
充
分
自
重
な
さ
る
よ
う
に
」
と
語
っ
た
。
伊
藤
は
す
で
に
政
獲
を

知
っ
て
い
た
が
、
明
言
出
来
な
い
の
で
こ
の
様
な
含
み
の
あ
る
云
い
方
を
し
た

の
で
あ
る
。

私
共
は
日
本
公
使
館
か
ら
出
て
来
て
、
は
じ
め
て
西
太
后
が
聞
和
国
か
ら
宮

中
に
際
り
、
政
措
焚
が
時
校
生
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
。
六
日
、
西
太
后
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の
垂
簾
の
詔
勅
が
下
り
、
八
日
に
は
皆
が
垂
簾
を
慶
賀
し
、
九
日
に
は
康
康
仁

等
六
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。
康
有
錫
は
政
蟹
の
前
に
す
で
に
消
息
を
知
り
、
英
人

T
・
リ
チ
ャ

l
ド
に
護
迭
さ
れ
て
北
京
を
出
た
。
蛍
目
、
南
海
禽
館
は
包
囲
さ

れ
た
が
康
有
震
は
逮
捕
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
梁
啓
超
は
日
本
公
使
館
に

逃
げ
込
み
、
日
本
人
が
彼
を
連
れ
出
し
た
。
康
有
盛
岡
は
天
津
到
着
後
即
ち
に
芙

園
船
で
逃
れ
、
西
太
后
は
築
様
に
命
じ
て
軍
艦
飛
騰
で
迫
わ
せ
た
が
追
い
つ
け

な
か
っ
た
。
梁
啓
超
は
日
本
人
に
迭
ら
れ
て
塘
浩
か
ら
乗
船
し
た
が
、
築
乱
脈
は

王
修
植
(
字
宛
生
、
北
洋
候
補
道
、
北
洋
事
堂
線
緋
)
に
梁
を
追
跡
さ
せ
た
。

「
王
は
張
が
仲
立
新
し
く
、
西
太
后
に
不
満
を
も
っ
て
い
た
。
築
様
が
彼
に
追

わ
せ
た
の
は
架
魯
超
を
逃
が
そ
う
と
い
う
底
意
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
楽

隊
は
絞
組
側
な
人
間
で
二
股
膏
撲
は
お
手
の
も
の
だ
っ
た
か
ら
」
と
云
う
人
も
あ

る
が
事
寅
の
程
は
剣
ら
な
い
。
王
修
植
は
乗
船
臨
検
し
た
が
、
梁
啓
趨
は
す
で

に
燐
髪
を
切
っ
て
日
本
の
着
物
に
着
か
え
て
い
た
。
王
は
彼
を
見
つ
け
た
け
れ

ど
も
口
に
は
出
さ
ず
、
い
い
か
げ
ん
に
お
茶
を
濁
し
て
立
去
っ
た
。
後
九
梁
は

日
本
に
亡
命
し
た
の
で
あ
る
。

逮
捕
さ
れ
た
六
君
子
は
上
識
に
よ
っ
て
刑
部
に
引
渡
さ
れ
、
厳
重
に
取
調
‘
へ

の
上
、
十
三
日
、
際
馬
市
大
街
に
引
出
さ
れ
て
慮
刑
さ
れ
た
。
楊
崇
伊
の
息
子

も
通
義
皐
堂
の
皐
生
で
、
私
の
と
こ
ろ
へ
(
こ
の
こ
と
を
)
知
ら
せ
に
駆
け
て

来
た
が
、
顔
に
は
喜
色
を
浮
ベ
て
お
り
、
ど
ん
な
量
見
で
い
る
の
や
ら
私
に
は

解
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
時
、
毎
日
逮
捕
が
行
わ
れ
、
準
土
徐
致
靖
、
向
書
李
端

葉
、
戸
部
侍
郎
張
蔭
桓
等
が
投
獄
さ
れ
た
。
数
人
が
殺
さ
れ
た
後
、
も
う
殺
さ

れ
は
し
な
か
っ
た
が
、
世
上
に
は
ま
だ
大
量
に
死
刑
に
な
る
と
い
う
デ
マ
が
飛

ん
で
い
た
。
李
端
楽
と
張
蔭
桓
は
前
後
し
て
新
彊
に
流
さ
れ
た
(
充
軍
)
が
、

出
裂
の
際
私
共
は
皆
西
郊
ま
で
、
4

怒
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
李
端
奈
は
西
安
で
病
気

に
な
り
、
地
方
官
の
奏
請
に
よ
っ
て
暫
く
西
安
で
療
養
し
た
。
張
蔭
桓
は
新
彊

の
油
化
に
流
さ
れ
軍
除
の
苦
役
に
服
し
た
が
、
義
和
圏
の
時
に
西
太
后
は
詔
を

下
し
て
彼
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
政
務
後
、
績
々
と
免
職
さ
れ
た
も
の
は
数
十

人
に
上
り
、
湖
南
巡
撫
陳
賓
筋
、
侍
講
拳
士
文
廷
式
等
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て

い
た
。そ

の
時
、
私
は
な
お
総
理
街
門
に
お
り
、
隔
日
の
出
動
だ
っ
た
。
世
間
に
は

大
量
逮
捕
の
噂
さ
が
盛
ん
に
流
れ
て
い
た
が
、
私
は
卒
常
湿
り
出
動
し
て
静
か

に
逮
捕
を
待
っ
た
。
八
月
二
十
三
日
、
王
錫
蕃
、
李
岳
瑞
と
私
と
は
と
も
に
懲

戒
免
職
を
受
け
た
。
そ
こ
で
私
は
還
義
事
堂
を
閉
鎖
し
、
校
産
を
整
理
し
て
京

師
大
事
堂
に
引
渡
し
た
。

政
務
愛
生
後
、
私
は
李
鴻
章
に
曾
い
、
彼
に
「
現
在
太
后
と
皇
上
と
意
見
が

禽
わ
な
い
が
、
あ
な
た
は
園
家
の
重
臣
で
あ
る
か
ら
、
聞
に
立
っ
て
お
と
り
な

し
に
な
っ
て
し
か
る
べ
き
で
し
ょ
う
」
と
云
う
と
、
彼
は
歎
息
し
て
「
お
前
達

若
備
に
何
が
剣
る
?
」
と
答
え
た
の
で
私
も
も
う
何
も
云
わ
な
か
っ
た
。

私
が
免
職
さ
れ
る
と
李
鴻
章
は
子
式
枚
に
私
を
慰
問
さ
せ
、
今
後
ど
う
す
る

積
り
か
と
尋
ね
て
来
た
。
私
が
上
海
に
行
っ
て
生
計
の
道
を
構
じ
た
い
と
答
え

る
と
数
日
た
っ
て
一
十
が
ま
た
や
っ
て
来
て
云
っ
た
。
「
君
は
先
ず
上
海
に
行
き

な
さ
い
。
李
閣
下
は
す
で
に
盛
宣
懐
に
頼
ん
で
君
の
た
め
に
仕
事
を
探
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
」
私
は
卒
素
か
ら
李
鴻
章
と
は
何
ら
の
因
縁
も
な
く
、
た
だ
長
官

|
下
僚
の
閥
係
に
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
は
私
に
特
に
限
を
か
け
て

く
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

私
が
上
海
に
到
着
す
る
と
盛
宜
懐
が
訪
ね
て
来
て
「
李
閣
下
か
ら
手
紙
で
紹

介
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
あ
な
た
に
南
洋
公
皐
で
謝
辞
書
の
事
業
を
や
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
云
っ
た
。
私
は
そ
こ
で
殿
復
-
認
の
ア

ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
「
原
富
」
(
閤
富
論
)
を
印
刷
し
た
。
半
年
ほ
ど
経
っ
て
公

拳
総
理
何
梅
生
が
急
病
で
亡
く
な
り
、
私
は
そ
の
後
任
と
な
っ
た
。
営
時
、
南
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洋
公
開
学
の
監
督
は
米
人
フ
エ
ル
グ
ノ
ソ
ン
で
あ
っ
た
が
、
私
は
彼
と
意
見
が
合

わ
ず
、
数
ヶ
月
勤
め
た
だ
け
で
僻
職
し
、
後
に
商
務
印
書
館
に
入
っ
た
一
〕

庚
子
(
一
九

O
O
)
の
年
、
義
和
園
事
縫
が
愛
生
し
た
時
、
李
鴻
章
は
雨
康

総
督
の
任
に
あ
っ
た
。
そ
の
時
に
西
太
后
は
五
人
の
大
臣
|
|
兵
部
尚
書
徐
用

儀
・
吏
部
左
侍
郎
許
景
澄
・
大
常
寺
卿
友
利
・
戸
部
向
書
立
山
・
内
閣
率
土
聯

元
を
殺
し
た
。
後
八
図
聯
合
軍
が
北
京
を
陥
れ
る
と
、
西
太
后
は
光
絡
帝
と
西

安
に
避
燐
し
、
一
方
李
鴻
章
を
北
上
さ
せ
て
和
議
に
蛍
ら
せ
た
。
李
が
上
海
を

泊
っ
た
際
、
私
は
彼
に
合
い
に
行
つ
で
も
う
清
朝
の
た
め
に
議
力
は
し
な
い
よ

う
に
勧
め
た
。
彼
は
私
に
劃
し
て
「
君
達
若
慣
に
何
が
州
る
?
」
と
云
い
、
ま

た
「
私
の
老
の
命
も
ま
ば
役
に
立
つ
の
だ
」
と
も
云
っ
た
。
後
、
和
議
が
ま
と

ま
ら
ず
、
彼
は
北
上
し
た
。

戊
成
の
年
四
月
二
十
八
日
、
康
有
局
と
私
と
が
光
緒
帝
に
詞
見
し
た
日
に
、

翁
同
鯨
は
追
放
蹄
郷
さ
せ
ら
れ
た
が
、
義
和
園
事
援
の
時
に
な
っ
て
西
太
后
は

ま
た
地
方
官
に
命
じ
て
厳
し
い
拘
束
を
加
え
さ
せ
た
。
こ
れ
は
大
援
な
侮
辱
で

あ
っ
た
。
翁
が
光
緒
帝
の
師
停
で
あ
り
卒
素
帝
に
非
常
に
近
か
っ
た
た
め
、
西

太
后
に
憎
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
私
が
光
緒
帝
に
石
見
さ
れ
た
後
で
李
鴻

章
は
私
に
翁
同
鯨
追
放
の
件
を
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
聞
い
て
来
た
。
そ
の
時

私
は
政
局
に
重
大
事
態
が
お
こ
る
こ
と
を
汲
感
し
た
が
、
李
は
た
だ
歎
息
す
る

ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
は
彼
も
力
を
も
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

政
媛
後
、
西
太
后
は
光
緒
帝
を
中
南
海
の
漉
台
の
中
に
幽
閉
し
、
帝
は
病
気

で
親
政
す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
と
云
い
張
っ
た
。
首
時
、
各
閣
の
駐
華
公
使
は
、

皆
光
絡
帝
の
幾
法
に
賛
成
し
て
い
た
の
で
、
融
商
者
を
連
れ
て
帝
を
見
舞
お
う
と

し
た
。
そ
の
た
め
西
太
后
の
外
閣
人
に
謝
す
る
憎
悪
は
骨
髄
に
微
し
、
後
に
義

和
風
の
扶
清
減
洋
の
援
を
激
成
し
た
の
で
あ
る
。
二
者
の
聞
に
は
因
果
関
係
が

存
在
し
て
い
る
。

蛍
時
の
環
境
の
下
で
は
戊
戊
愛
法
の
失
敗
は
必
然
的
な
も
の
で
、
全
然
、
成

功
の
可
能
性
は
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
は
私
共
は
出
現
法
に
よ
っ
て
閤
濯
を
挽
回
し

よ
う
'
と
し
た
の
だ
が
、
後
に
な
っ
て
や
っ
と
そ
れ
が
夢
想
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ

と
を
究
っ
た
の
だ
っ
た
。
(
一
九
四
九
年
九
月
二
十
三
日
、
汝
成
・
昌
杭
・
家

麟
記
録
)

-z-ω強
聞
半
舎
は
一
八
九
五
年
、
康
有
矯
が
渓
起
し
、
文
廷
式
が
表
面
に
立
っ
て

組
織
さ
れ
、
そ
の
年
の
多
に
は
禁
止
さ
れ
た
。
こ
の
項
は
張
氏
の
記
憶
速

い
で
あ
ろ
う
。

ωこ
れ
は
中
外
紀
聞
(
中
外
公
報
と
も
云
う
)
の
間
違
い
で
あ
る
。

川
同
晶
京
株
は
こ
の
時
署
直
毅
総
督
を
奔
命
し
た
。
後
記
の
翁
同
鮮
の
追
放
と
と

も
に
西
太
后
一
一
般
の
反
撃
の
布
石
で
あ
っ
た
。

川
向
原
文
は
「
大
約
一
刻
鐙
光
景
」
。
康
南
海
自
編
年
譜
で
は
召
見
は
数
時
間

に
わ
た
っ
た
と
し
て
い
る
。

ω「
可
是
他
例
都
不
賛
成
冴
」
。
彼
等
と
は
西
太
后
一
涯
を
指
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。

刷
李
鴻
章
は
故
意
に
上
海
に
停
留
し
て
情
勢
を
観
望
し
て
、
北
方
の
和
議
が

不
調
に
終
っ
て
始
め
て
自
ら
出
馬
し
た
の
で
あ
る
。

間
賞
は
李
鴻
章
は
繁
法
涯
に
糾
問
す
る
攻
撃
の
黒
幕
で
あ
り
、
新
政
反
制
到
に
大

い
に
建
策
し
て
い
た
こ
と
を
湯
志
鈎
氏
が
立
詮
し
て
い
る
。
張
氏
は
獲
法

源
右
振
に
腐
し
て
h
f

り
、
そ
の
ぜ
い
も
あ
ろ
う
が
、
李
の
老
婚
姻
さ
を
う
か

が
う
に
足
る
。
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